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トリクロロエチレンおよびフェノ
ー−JV高分解リア クター における

　　　　　VariOvorax属細菌の 分解特性
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【目的】飽和帯土壌を接種源 とし 、 フ ェ ノ
ー

ルを唯
一

の炭素源とする培地 を連続供給する こ

とで構築したバ イオ リアクターは、 トリクロ ロエ チレン （TCE ）およびフ ェ ノ
ー

ルを高効率

で分解した 。 本 リアクタ
ーにおける細菌群集の優 占種が、最終的に 伽 bm 燃 属細菌となる

ことを明らか に した
1＞。そ こで 、本研究で は VattOvorax属細菌の 分離とそれ らの分解特性の

解析を行っ た 。

防 法】VatlOvama 属細菌の増殖過程を追跡するため、遺伝的手法による本細菌数の測定 を

試みた 。 そ こで まず 直接プレー ト法に よ り分離 した複数の VartOvorZLX属細菌を用 いて ph  ol

hydroxylaseの αサ ブユ ニ ッ トをコ
ー

ドしてい る遺伝子 （LmPH ） を解析した 。 異なる複数の

LmPH と比較する ことで本遺伝子を特異的に増幅するプライマ
ー

を設計 し、競合 PCR 法に

よ り VattOvorax属細菌の菌数を推定した。次に VartOvorur属細菌の 分解特性を把握するため、

連続培養によ っ て生育した各菌体を用 いて TCE およびフ ェ ノールに対する速度論量を解析

し、他の フ ェ ノ
ー

ル資化性 TCE 分解細菌のそれ らと比較した。

【結果および考察】培養 21 日目まで Variovorax属細菌数は約 3× 10700pies　ML
‘1
で推移し、

全細菌および TCE 高分解細菌に 占める割合はそ れぞれ O．7％および 4．3％で あっ た 。 培rs　24
日目以降 、 菌数は徐々 に増加 し最終的に約 2× 1〔）’　cqrpics　mL

’i
に達 した 。 全細菌および TCE

高分解細菌に 占め る割合はそれぞれ 42％および 100％であ っ た。分離した VaitOvorur属細菌

4 菌株の TCE に対する見か けの親和定数および最高速度は約 5．2
μM および 15 岬 ol　m 血14g

l
（lry　oells、 フ ェ ノ

ー
ル に対するそれ らは約 7．1　yM お よび 114　IAmol　min

”

g
’コdry　cckS であ っ た 。

一
方 、 これまで に分離 されたフ ェ ノール資化性 TCE 分懈 細菌の TCE に対する親和定数は フ

ェ ノール に対するそれの 10倍から 100倍以上大きい ことが示され て い る n
。 こ の こ とから、

これまで の TCE 分解菌よ りも Variovorczx属細菌は基質問の競合阻害を受けに くく、
　 TCE 汚

染に対するバイオレメディ エ
ー

シ ョ ンへ の本菌株群およびリアクターの有効性が示唆された。

しかし、Variovorax属細菌の 特異的な分解特性が何に依存して いるのかは定かで ない 。 現在 、

分離した VattOvorax属細菌を用いて phenol　hydroxylase遺伝子の クロ
ー

ニ ングおよび解析を

行っ て いる 。
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